
 

 

令和 2年 10月 22日                                                             

2020 年度緑化優良工場等中部経済産業局長表彰の受賞者を決定しました 

〇中部経済産業局は、「緑化優良工場等中部経済産業局長表彰」について、今年

度は2件の受賞工場を決定しました。当表彰は、昭和58年から実施しており、昨

年度までに56工場が受賞しています。 

〇当表彰制度は、工場緑化を積極的に推進し、工場内外の環境の向上に顕著な功

績のあった工場等を表彰することにより、工場緑化の一層の推進を図ることを

目的としています。工場緑化の推進は、工場と周辺環境の良好な関係を築くこ

とで、工場と地域環境、社会との調和を促進するとともに、工場敷地内の環境

改善にもつながります。 

 

１．中部経済産業局長賞 受賞工場（2 工場）（詳細は別紙参照） 

 

  ■株式会社デンソー 西尾製作所（法人番号 9180301014251） 

   （所在地）愛知県西尾市下羽角町住崎 1 番地 

 

  ■豊田鉄工株式会社 本社工場（法人番号 3180301018927） 

   （所在地）愛知県豊田市細谷町 4 丁目 50 番地 

株式会社デンソー 西尾製作所  豊田鉄工株式会社 本社工場 

 

 

 

  

 

 

 

 

２．参考（全国の受賞工場等） 

 

  ・経済産業大臣賞 2 工場 

・経済産業局長賞 6 工場・1 個人 

  ・一般社団法人日本緑化センター会長賞 9 工場・1団体 

・一般社団法人日本緑化センター会長奨励賞 4 工場 

URL: https://www.meti.go.jp/press/2020/10/20201022001/20201022001.html [経済産業省サイト] 

 

 （お問合せ先） 

   中部経済産業局 地域経済部 地域経済課 地域振興室 品田 

     担当：鈴木 

      電話：052-951-2716（直通） 



（別紙） 

 
 

受賞工場の功績概要 
 

 

株式会社デンソー 西尾製作所（愛知県西尾市） 

 

操業開始年月：1970年 9月 

主たる業種：輸送用機械器具製造業  

受賞歴：平成 3年度一般社団法人日本緑化 

センター会長賞 

 

 

  “デンソーエコビジョン 2025”における「グリーン 2倍」の緑化方針のも

と、「環境への関心を高める緑地づくり」に取り組み、社員・顧客・地域の視点

から明確なコンセプトを設定し、緑地の改善及び質の向上に取り組んでいる。 

 

  地域の名所として親しまれる県道沿いのサクラ並木や法面ツツジの安定した育

成・開花のため、専門的な管理手法により維持管理の強化を図るとともに、県道

サクラ並木沿いのフェンスレス化とアジサイの移植により、4月(サクラ)、5月

(ツツジ)、6月(アジサイ)と見所の続く敷地境界へ改善し、地域との調和を保っ

ている。 

 

  2008年に「緑のプロジェクト in西尾」を立ち上げ、松枯れによって激減した

南工場の松林の法面に従業員と地域住民が 10年間に亘り植樹を行い、自然環境

を復元した。 

また、日本原産種のアジサイを植栽した「あじさいの里」を整備し、毎年開花

時期の 6月に地域住民と合同で草取りと鑑賞会を実施している。 

さらに、敷地内にとどまらず、地域の施設である「西尾市いきものふれあいの

里」や「平原ゲンジボタルの里」、三河湾に浮かぶ「佐久島の古墳」と敷地外の

緑地管理をボランティアで実施するなど、地域貢献活動に積極的に取り組んでい

る。 

地域の名所として親しまれる法面ツツジ  従業員が集い憩える工場内のパーク 

 

 

 

  

 

 

従業員と地域住民によるアジサイ管理  従業員ボランティアによる遊歩道整備 

 

 

 

  

 

 

 

県道沿いのサクラ並木 



 

 
 

 

 

豊田鉄工株式会社 本社工場（愛知県豊田市） 

 

 操業開始年月：1970年 3月 

 主たる業種：輸送用機械器具製造業 

 受賞歴：平成 27年度一般社団法人日本緑化 

センター会長賞 

 

 

  「あいち生物多様性戦略 2020」の実践をコンセプトとして工場内の緑化に取

り組み、敷地内に設置した「トヨテツの森」にビオトープを整備し、樹木だけで

なく滝や川、池により自然に近い景観を形成している。昆虫などの住み処を残す

ため、草刈りの工夫や生物多様性のモニタリングを行うなど、生物の生息地とし

て周辺地域の環境保全に寄与している。 

 また、創業当時からあるサクラの木を維持管理しているとともに、クリ、ビ

ワ、ヤマモモ、グミなど色彩豊かな多くの果樹を植栽している。 

 

  「トヨテツの森」では、環境にやさしい素材による散策路を整備するとともに、

出入口の段差をなくし、スロープにするなど高齢者や障がい者に配慮した設計が

施されている。芝生の広場には「森の学習小屋」を設置し、近隣小学校の親子や

従業員の家族向けに生物多様性や自然保護に関する季節折々のイベントを開催し、

教育活動や地域交流に取り組んでいる。 

 

  地域住民がウォーキングを楽しめるよう、工場周辺の緑道も敷地と一体となっ

た緑地として美化活動を継続して実施している。 

また、ラムサール条約登録湿地である「矢並湿地」の草刈り整備に地域住民と

参加するなど、地域貢献活動に積極的に取り組んでいる。 

 

敷地内に設置したトヨテツの森  滝や川、池のあるビオトープ 

 

 

 

  

 

 

環境にやさしい素材による散策路  学習小屋から生き物さがしへ出発 

 

 

 

  

 

 

自然を模した景観で管理された緑地 




